
司法修習生の修習給付金の給付に関する規則（新規）

基本給付金

住居給付金

１３．５万円
（２条１項本文）

３．５万円
（４条２項本文）

最高裁判所の定める

路程に応じた定額
（１０条別表）

規 則

「最高裁判所が定

める額」（４項）

「最高裁判所が定

める額」（５項）

法
（６７条の２）

「最高裁判所が定

める額」（３項）

移転給付金

裁判所法の一部を改正する法律の施行に伴う規則の制定・改正の概要

基本額

１０万円

扶養の増額

２．５万円

住居の増額

２．５万円

扶養の増額

２．５万円

基本額 ２３万円

基本額未満 １８万円

司法修習生に関する規則（一部改正）

１ 病気，成績不良（１８条２号）

２ 禁錮以上の刑（１７条１号）

３ 成年被後見人・被保佐人
（１７条２号）

４ 破産者（１７条３号）

５ 本人からの願出（１８条３号）

６ 品位を辱める行状，修習の態度の

著しい不良（１８条１号）

罷免（６８条）

行状がその品位を辱めるもの

と認めるときその他司法修習

生について最高裁判所の定め

る事由

法改正前 規 則改正前

罷免（６８条１項）

成績不良，心身の故障その他の修

習を継続することが困難である事

由として最高裁判所の定める事由

懲戒による

罷免・修習停止・戒告
（６８条２項）

品位を辱める行状その他の司法修

習生たるに適しない非行に当たる

事由として最高裁判所の定める事

由

改正後 法

１ 成績不良，心身の故障

２ 禁錮以上の刑

３ 後見開始・保佐開始

４ 破産手続開始

５ 本人からの願出

（１７条１項）

６ 品位を辱める行状，修習の

態度の著しい不良

（１７条２項）

改正後 規 則

「最高裁判所の定めるところに

より」（６８条２項）

修習の停止の期間は，

１日以上２０日以下（１８条）

※その他，届出，日割計算の

方法等を定める。

司法修習生の修習資金の貸与等に関する規則（一部改正）
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